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国
労
東
日
本
本
部
は
、
９
月
６
〜
７
日
の
日
程
で
第
25
回
定
期
委
員
会
を
埼
玉
県
さ
い

た
ま
市
で
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
は
、
先
の
第
80
回
定
期
全
国
大
会
で
確
認
さ
れ
た
JR
不

採
用
問
題
の
終
結
を
踏
ま
え
、四
半
世
紀
に
も
及
ん
だ
闘
い
の
到
達
点
か
ら
、組
織
の
「
強

化
・
拡
大
」、「
安
全
・
安
定
」
輸
送
の
確
立
、
労
働
条
件
の
改
善
な
ど
次
へ
の
闘
い
に
向

け
た
意
思
統
一
を
し
ま
し
た
。
今
号
は
大
会
特
集
号
１
と
し
ま
し
た
。　

　　

大
会
初
日
は
、
佐
藤
副

委
員
長
の
司
会
に
よ
り
、

冒
頭
「
３
・
11
東
日
本
大

震
災
」
に
よ
り
お
亡
く
な

り
に
な
ら
れ
た
方
々
へ
の

哀
悼
の
意
を
表
明
し
黙
と

う
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

資
格
審
査
委
員
会
に
よ

り
58
人
中
57
名
の
代
議
員
、
特

別
代
議
員
、
執
行
部
全
員
の
出

席
を
報
告
し
大
会
成
立
を
宣
言
。

議
事
運
営
委
員
会
の
設
置
か
ら

議
長
に
は
水
越
代
議
員
（
東
京
・

八
王
子
）、
副
議
長
に
は
日
野
代

議
員
（
東
京
・
中
央
）
を
選
出

し
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

執
行
部
を
代
表
し
て
挨
拶
し

た
高
野
委
員
長
は
、
東
日
本
大

震
災
に
つ
い
て
触
れ
た
後
、「
①

組
織
の
強
化
・
拡
大
、
②
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
立
、
③
労
働
条

件
・
権
利
確
立
」
の
各
課
題
に

つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。（
別
掲
）

　

来
賓
の
方
々
か
ら
順
次
挨
拶

を
受
け
、
議
事
は
、
大
会
延
期

承
認
か
ら
入
り
、
選
挙
管
理
委

員
会
設
置
を
行
い
、
経
過
報
告
・

運
動
方
針
（
案
）
を
松
井
書
記

長
が
一
括
で
提
案
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
協
約
・
協
定
の
締
結

提
案
と
承
認
を
行
い
、
財
政
議

題
に
入
り
ま
し
た
。
財
政
議
題

は
、
決
算
報
告
を
佐
藤
副
委
員

長
が
一
括
で
提
案
、
続
い
て
会

計
監
査
か
ら
報
告
を
受
け
代
議

員
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
予
算
（
案
）
の
提

案
か
ら
東
日
本
本
部
役
員
・
東

日
本
本
部
委
員
選
挙
の
告
示
を

行
い
、
経
過
報
告
に
対
す
る
質

疑
に
入
り
、
６
名
の
代
議
員
が

発
言
。
そ
れ
を
踏
ま
え
た
執
行

部
の
集
約
答
弁
、
代
議
員
の
拍

手
で
承
認
さ
れ
１
日
目
は
休
会

に
入
り
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
議
事
は
、
機
関
紙
・

組
織
拡
大
標
語
（
別
掲
）
の
表

彰
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　

運
動
方
針
（
案
）
に
対
す
る

討
論
で
は
、
20
名
の
代
議
員
か

ら
真
摯
な
討
論
が
行
わ
れ
、
途

中
、
昼
食
休
憩
を
は
さ
み
討
論

を
踏
ま
え
た
執
行
部
答
弁
、
書

記
長
集
約
に
よ
り
全
体
の
拍
手

で
運
動
方
針
が
確
立
さ
れ
ま
し

た
。

　

続
い
て
議
事
は
、
予
算
（
案
）

に
対
す
る
質
疑
に
入
り
、
拍
手

で
承
認
。
選
挙
管
理
委
員
会
よ

り
東
日
本
本
部
役
員
・
東
日
本

本
部
委
員
の
立
候
補
受
付
を
報

告
、
複
数
立
候
補
と
な
っ
た
書

記
長
に
つ
い
て
は
代
議
員
に
よ

る
投
票
が
行
わ
れ
、
新
執
行
部

を
選
出
し
ま
し
た
。

　

ス
ト
権
投
票
は
全
代
議
員
の

賛
成
で
確
立
。
特
別
決
議
、
大

会
宣
言
に
つ
い
て
も
全
体
の
拍

手
で
採
択
し
、
大
会
の
議
事
は

全
て
終
了
し
ま
し
た
。
２
日
間

の
議
事
進
行
を
担
っ
て
い
た
だ

い
た
議
長
団
に
全
体
の
拍
手
で

お
礼
を
し
、
最
後
に
再
任
さ
れ

た
高
野
委
員
長
の
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
で
第
25
回
大
会
は
閉
会
し

ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
、
黙
と
う
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
あ
ら
た
め
て
３

月
11
日
に
発
生
し
た
、
東
日
本
大

震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
盛
岡
地
本

の
熊
谷
秀
三
さ
ん
、
水
戸
地
本
の

阿
部
勝
弘
さ
ん
の
ご
冥
福
を
心
よ

り
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
災

さ
れ
た
多
く
の
方
々
に
深
く
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

第
25
回
定
期
大
会
の
課
題
で
す

が
、
一
つ
に
は
、
JR
不
採
用
問
題

が
終
結
を
迎
え
、
こ
の
闘
い
で

培
っ
た
団
結
力
や
絶
対
あ
き
ら
め

な
い
と
い
う
気
持
ち
を
、
今
後
の

闘
い
に
生
か
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

取
り
組
み
の
柱
と
な
る
の
は
、

組
織
の
強
化
・
拡
大
の
闘
い
で
す
。

　

水
戸
、
神
奈
川
に
お
け
る
新
規

採
用
者
二
名
の
加
入
は
、
全
国
の

仲
間
を
大
き
く
励
ま
し
、
若
い
仲

間
を
迎
え
入
れ
た
地
方
は
例
外
な

く
、
組
織
拡
大
の
機
運
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
国
労
の
将
来
を
左
右

す
る
組
織
の
強
化
・
拡
大
を
方

針
の
柱
と
位
置
づ
け
、
九
地
本

す
べ
て
が
成
果
を
あ
げ
ら
れ
る

よ
う
、
取
り
組
み
を
強
化
し
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

二
つ
に
は
、
安
全
・
安
定
輸

送
の
確
立
を
め
ざ
す
闘
い
に
つ

い
て
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
人
身
事
故
の
多

発
は
国
土
交
通
省
を
あ
げ
て
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム

ド
ア
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
国

労
と
し
て
も
長
年
求
め
て
き
た

要
求
で
あ
り
、
安
全
・
安
定
輸

送
を
確
立
す
る
観
点
か
ら
改
め

て
設
置
の
促
進
を
求
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
、
労
働
条
件
改
善
・

権
利
確
立
の
闘
い
に
つ
い
て
で
す
。

　

エ
ル
ダ
ー
社
員
制
度
に
よ
っ

て
、
再
雇
用
が
確
保
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
出
向
先
の

労
働
条
件
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
提
起
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

グ
リ
ー
ン
ス
タ
ッ
フ
の
契
約
満

了
に
伴
う
雇
止
め
の
事
態
が
目

前
に
迫
り
、
そ
の
解
決
が
緊
急

の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
人
事
・
賃
金
制
度
の
見
直
し
」

交
渉
は
、
基
本
要
求
交
渉
に
移
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
労
働
条

件
に
関
す
る
労
働
協
約
の
交
渉

に
つ
い
て
も
、
４
回
の
交
渉
を

終
え
、
制
度
等
の
改
善
要
求
交

渉
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。
団
体

交
渉
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
要

求
の
前
進
を
図
る
こ
と
は
困
難

で
す
。
大
会
以
降
、
改
善
署
名

な
ど
の
職
場
で
で
き
る
取
り
組

み
も
提
起
し
な
が
ら
、
機
関
と

職
場
が
一
体
と
な
っ
た
活
動
で

要
求
の
前
進
を
め
ざ
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
グ
ル
ー
プ
会
社
と

一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
さ

ら
な
る
推
進
」
な
ど
、
国
労
東

日
本
本
部
に
課
せ
ら
れ
た
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
が
、
安
全

輸
送
を
守
っ
て
い
く
観
点
か
ら
、

し
っ
か
り
と
議
論
を
深
め
、
一

つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
対
処
し
な
が

ら
、
要
求
の
前
進
に
全
力
を
あ

げ
る
こ
と
を
申
し
上
げ
、
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。
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矢部雄一
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岡
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関東交運労協　　　　　　　　元呑　勝　議長

全国交運共済東日本事業本部　宮坂義久　事業本部長

　　同　　　　　　　　　　　佐藤勝雄　事業副本部長

国労会館　　　　　　　　　　伊藤秀樹　専務理事　　　　　

国労本部　　　　　　　　　　石上浩一　中央執行委員長　

　真子書記長、鈴木・小池・栗原・星野の各中央執行委員　

東日本本部顧問弁護団　　　　海渡雄一　弁護士

東日本本部顧問弁護団　　　　福田　護　弁護士

国労北海道本部　　　　　　　国労東海本部
国労西日本本部　　　　　　　国労四国本部　　　　
国労九州本部

東平賢一
会計監査員

佐々木久恵
婦人部長

武田幸喜

青年部担当
組織部長

伊藤隆夫

業務担当
教宣部長

武笠秀也

教宣・業務担当
調査部長

樋口孝重
組織担当
教宣担当

平田正男 貨物担当特別執行委員

貨物関東支社との交渉窓口として、経営

協議会・団体交渉・苦情処理・36協定締

結など貨物労働者のため尽力されました

木村忠義
特別執行委員
青年部対策

彦田貴弘
青年部長

松本正吉
会計監査員

高橋亮一
会計監査員

吉田秋雄
特別執行委員
貨物担当

第21大会～第 25回大会（２期４年を歴任）

（出席代議員５６名）
賛成　５６票　　　　反対　０票


